
（別紙３）

○事業所名 放課後等デイサービス　エンジョイ

○保護者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 27名 （回答者数） 11名

○従業者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 8名 （回答者数） 7名

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　12月　13日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 身辺自立を目標として日常動作の強化や
日々の生活に即した支援を行っています。

微細活動など手指の強化を目的とした活動や
ボタンやバックルの付け外し、キャップの開閉など
日常に沿った動作の強化を目的とした活動。
ボディイメージを付ける事や体幹、関節可動域を
広げる事を目的とした活動。
食事介助、買い物支援や季節行事など生活に即した支援。

利用者様、保護者様の困りやニーズをお伺いすると共に
無理なく取り組める手指強化課題や日々の集団・個別活動の
内容強化に努めます。
また、利用者様の発達段階に沿って支援をしていけるよう
プログラムを随時改良していくよう心掛けます。

2 古民家を活かし、心地よい居場所の提供をしています。

古民家の良さを活かし、第二の家として安心して通所頂ける
空間作りを第一に施設管理を行っています。
十分な余暇時間の確保。
余暇の過ごし方を自己選択出来る環境設定。
花壇や菜園など自然と触れ合える環境設定。地域交流。

古民家としての温かみある雰囲気を活かしつつ、
引き続き花壇や菜園を季節に合わせて行ったり、
地域の方々と交流を続ける事でより地域に根ざした
安らげる施設となれるよう心掛けます。

3 他者との関わり方を身に付ける事が出来るよう
挨拶や距離感などを学べる支援を行っています。

挨拶や他者との距離感を日々の関わりを通して身に付けられる
よう支援を行っています。
余暇や活動を通して他者との関わりを多く持てるような
機会設定をしています。
心地よい居場所として安心して利用者様がお話しを出来る
環境を維持しています。

利用者様から積極的にコミュニケーションを取れるよう
安心できる居場所の提供を継続すると共に
笑顔で参加できる余暇や活動内容の充実化をはかります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 粗大運動など大きく身体を動かす際には
十分な広さの療育スペースの確保が難しい。

古民家としての構造上、天井が低く鴨居があり、柱も多い。
また、１つ１つの部屋の広さに限りがある。

活動内容に合わせて部屋を使い分けるなど、スペースを
十分生かせるよう取り組んでいきます。
また粗大運動の機会確保の為、公園活動や広い運動スペース
のある施設へ交流に行くなど対策を引き続き行います。

2 保護者様同士の交流、きょうだい同士の交流の機会が
不十分であった。

本年度は保護者会と保護者参観を実施し、マルシェや
参観にごきょうだいも複数人参加されました。
積極的にごきょうだいが参加できる旨の周知が不足しておりま
した。

保護者会や保護者参観、マルシェ等の交流の機会を継続
して設定していくと共に、わかりやすい形でごきょうだいも
参加して頂ける旨を周知して参ります。

3 放課後児童クラブや地域の児童との交流、
児童間での活動が少ない。

地域交流として、公園活動やハロウィンイベント、マルシェ、
エンジョイ祭を実施しましたが、放課後児童クラブや
児童館での地域児童との交流の機会は設定出来ませんでした。

引き続き、マルシェやハロウィンイベントなどを行い地域交
流を進めると共に、児童館や放課後児童クラブとの交流を
検討していきます。

事業所における自己評価総括表公表


